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日
米
軍
事
利
権
問
題
か
ら
見
え
る
、
「二
大

政
党
づ
く
り
」の
正
体 

 

山
田
洋
行
専
務
や
守
屋
前
事
務
次
官
の
逮

捕
で
、
日
米
軍
事
利
権
の
構
造
が
次
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
は
防
衛
費
と

い
う
「
聖
域
」
に
日
米
軍
需
大
企
業
、
軍

事
・
防
衛
族
の
政
治
家
が
群
が
る
み
に
く
い

一
大
疑
惑
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
民
党
の
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
政
治
を
正
す

立
場
で
追
及
し
て
い
る
の
は
日
本
共
産
党
だ

け
で
す
。
民
主
党
は
、
軍
需
商
社
の
接
待
に

政
治
家
が
同
席
し
た
問
題
は
追
及
し
て
も
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
軍
需
大
企
業
と
政
治
家

が
関
わ
っ
た
問
題
と
し
て
追
及
は
し
ま
せ

ん
。
実
は
、
軍
事
利
権
の
舞
台
と
言
わ
れ
て

い
る
「
安
全
保
障
議
員
協
議
会
」
に
は
自
民

党
と
並
ん
で
、
民
主
党
の
議
員
も
参
加
し
て

い
る
の
で
す
。
自
民
・
公
明
党
の
与
党
に

も
、
民
主
党
に
も
、
ど
ち
ら
に
も
根
っ
こ
に

は
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
政
治
が
あ
り
ま

す
。
来
る
総
選
挙
で
は
、
日
本
共
産
党
の
議

席
を
伸
ば
す
こ
と
が
、
日
米
軍
事
利
権
を
大

本
か
ら
解
決
す
る
何
よ
り
の
力
に
な
る
こ
と

を
実
感
し
、
次
の
選
挙
で
は
何
と
し
て
も
勝

た
な
け
れ
ば
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

て
い
ま
す
。 

 
 平

和
の
熱
い
思
い
、
上
京
区
か
ら
発
信
を 

 

１
２
月
１
日
（
土
）
「
上
京
憲
法
平
和
ま

つ
り
」
が
上
京
区
の
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
戦
争
展
、
映
画

会
、
戦
争
体
験
を
語
る
会
が
行
わ
れ
、
約
１

５
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
９
４
０
年
の
七
・
七
禁
令
に
よ
っ
て
西

陣
の
織
機
を
供
出
さ
せ
ら
れ
た
業
者
の
体

験
、
シ
ベ
リ
ア
で
抑
留
さ
れ
苦
労
さ
れ
た

方
、
出
水
学
区
に
７
個
の
爆
弾
が
落
と
さ
れ

死
者
や
負
傷
者
が
出
て
い
る
状
況
を
見
て
い

た
か
た
の
体
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、

京
都
に
来
る
ま
で
は
京
都
に
は
爆
弾
は
落
と

さ
れ
て
い
な
い
と
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
「
真
実
を
知
ら
せ
る
」
と
い
う
こ
と
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
集
団
自
決
」
へ
の
日
本
軍
強
制

の
教
科
書
削
除
に
抗
議
す
る
沖
縄
県
民
集
会

に
参
加
さ
れ
た
教
師
の
か
た
は
、
「
歴
史
の

真
実
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
話
さ
れ
、
さ
ら
に
沖
縄
で
は
日
本
軍

が
い
た
島
だ
け
が
集
団
自
決
し
て
い
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
で
の
報
復

戦
争
で
は
テ
ロ
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
、
イ

ラ
ク
戦
争
の
泥
沼
化
と
あ
わ
せ
て
、
い
か
に

軍
隊
が
野
蛮
か
と
い
う
こ
と
も
痛
感
し
ま
し

た
。 

 

◎さこ駆け歩き 
 12月 3日（月） 

 日本共産党府会議員団(十一名 新井進団長)と

成宮まり子京都国政委員長は、山田啓二京都府知

事に対して、「原油価格高騰に関わる対応策につ

いての緊急申し入れ」を行ないました。 

 原油価格の高騰で、ガソリン、灯油、ナフサ、

重油などが異常に高騰し、市民生活や中小零細企

業、伝統産業など関係業界に重大な影響を与えて

います。これから需要が急増する灯油は、すでに

１缶（18㍑）1800円を超える値段に急騰。ガソリ

ン代も今月からさらに㍑あたり6円の値上げで史

上最高値を更新し続けています。 

 さらに関連した原材料費や経費の増大による食

料品や生活必需品の大幅値上げも相次ぎ、生活困

窮者や社会的弱者を直撃しており「これでは冬が

越せない」の声があがっています。 

 中小零細業者は原油価格の高騰に伴い、親企業

に原材料や燃料費の高騰分の引き上げ工賃改定を

要請しても、価格転嫁もままならず、しかも従業

員の仕事確保のために無理をして赤字覚悟で仕事

をせざるを得ない業者も現れています。このまま

では、京都の地域経済や雇用に及ぼす影響も大き

く早急な対応が求められています。 

  京都府からは麻生純副知事が対応し「大変な

事態と認識している」と述べました。 

 私さこ祐仁は、日本共産党府会議員団の「原油

高騰問題対策チーム」の事務局長として連日業者

団体を訪問し、現状や要望を聞いて回っていま

す。 

 12月12日（水）午後6時30分よりハートピア京

都４階第5会議室で、原油

価格高騰問題に関する緊急

懇談会を日本共産党府会議

員団、市会議員団、京都国

政事務所合同で開催いたし

ます。緊急ですが、ぜひと

も参加お願いいたします。 

写
真
（
右
）
上
京
憲
法
平
和
ま
つ

り
の
一
コ
マ
。 

日本共産党 
こくた恵二国会報告会 
12/16（日） 13：30  
西陣織会館６階（堀川今出川下る） 
 

→こくた恵二・国会対策委員長が激動 

 する国会情勢を報告します。ぜひみ 

 なさんでご参加ください！ 


